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（八綱弁証） 
裏証→問診で六か月もの長い間続いている、脈診のやや沈 
寒証→主訴の体の冷え、現病歴、問診で冷たいものを好まない、尿が薄い、舌診で水滑、
切診で両足は触ると冷たい 
虚証→問診の易疲労感、脈診の虚 
 
（病因病邪弁証） 
寒邪→体の冷えが主訴のため、足の蒼白 
 
（気血弁証） 
血虚→足の蒼白（血色不良） 
血寒→寒による血行障害 
陽虚→さまざまな虚寒の症状  
 
（臓腑弁証） 
腎陽虚証→四肢が冷える、特に下肢が冷える 
肝血虚→左関脈はやや細い、目のぎらつき 
腎陽虚が起こり肝血虚になったと考えられる。 
また相生の関係で腎が病んだせいで肝を病ませている。 
 
（治法） 
温補腎陽法 
補益肝血法 
 
（処方） 
標治→八味地黄丸（腎陰を補充し腎陽を鼓舞して水湿を除去する） 
本治→四物湯（補血調血を行う） 
 


